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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

　

回次
第50期
第３四半期
連結累計期間

第51期
第３四半期
連結累計期間

第50期

会計期間
自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日

自  平成22年４月１日
至  平成23年３月31日

売上高 (千円) 32,219,239 33,587,354 45,531,617

経常利益 (千円) 3,242,764 3,478,248 4,729,986

四半期(当期)純利益 (千円) 1,779,933 1,916,316 2,495,469

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 1,562,617 1,872,198 2,339,199

純資産額 (千円) 34,279,393 35,772,889 34,629,064

総資産額 (千円) 54,702,684 57,068,030 61,723,573

１株当たり四半期(当期)
純利益金額

(円) 91.50 99.99 128.54

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 62.66 62.68 56.10

　

回次
第50期
第３四半期
連結会計期間

第51期
第３四半期
連結会計期間

会計期間
自  平成22年10月１日
至  平成22年12月31日

自  平成23年10月１日
至  平成23年12月31日

１株当たり四半期純利益金額 (円) 34.21 35.50

(注) １  当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

ておりません。

２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

３  第50期第３四半期連結累計期間の四半期包括利益の算定にあたり、「包括利益の表示に関する会計基準」(企

業会計基準第25号  平成22年６月30日)を適用し、遡及処理しております。

４  潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額は、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

　

２ 【事業の内容】

当第３四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)が営む事業の内容につい

て、重要な変更はありません。

また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

１ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結累計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

２ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

　

３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

  当社グループの報告セグメントは一つのため、セグメント別の記載はしておりません。

 

(1) 業績の状況

当第３四半期連結累計期間における当社を取りまく事業環境は、企業の生産活動に一部持ち直し傾向

が見られたものの、欧州債務問題及びタイの洪水の影響等もあり、景気の先行きの不安材料となってお

り、企業の慎重な姿勢に大きな変化は見られませんでした。

　

当第３四半期連結累計期間の連結売上高は、全体では、335億87百万円（前年同四半期比4.2％増）とな

りました。部門別では、研究・産業機器部門につきましては、266億２百万円（同5.6％増）となりました。

一方、病院・介護部門につきましては、69億85百万円（同0.7％減）となりました。

　

このような状況下、当第３四半期連結累計期間における連結業績は、営業利益が40億33百万円（同

24.3％増）、経常利益が34億78百万円（同7.3％増）、四半期純利益は19億16百万円（同7.7％増）となり

ました。

　

(2) 財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の流動資産は、384億５百万円（前連結会計年度末比46億52百万円減）と

なりました。これは、主として現金及び預金が29億89百万円減少したこと、受取手形及び売掛金が17億55

百万円減少したこと等によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の固定資産は、186億62百万円（前連結会計年度末比２百万円減）となり

ました。

以上により、当第３四半期連結会計期間末の資産合計は、570億68百万円（前連結会計年度末比46億55

百万円減）となりました。

当第３四半期連結会計期間末の流動負債は、111億84百万円（前連結会計年度末比53億92百万円減）と

なりました。これは、主として短期借入金が30億10百万円減少したこと、支払手形及び買掛金が11億97百

万円減少したこと、未払法人税等が６億２百万円減少したこと等によるものであります。

当第３四半期連結会計期間末の固定負債は、101億11百万円（前連結会計年度末比４億７百万円減）と

なりました。これは、主として長期借入金が４億50百万円減少したこと等によるものであります。

以上により、当第３四半期連結会計期間末の負債合計は、212億95百万円（前連結会計年度末比57億99

百万円減）となりました。

当第３四半期連結会計期間末の純資産は、357億72百万円（前連結会計年度末比11億43百万円増）とな
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りました。これは、主として利益剰余金が11億88百万円増加したこと等によるものであります。

 

(3) 研究開発活動

当第３四半期連結累計期間においては、新商品の開発を中心に研究開発活動のため14百万円を計上い

たしました。

なお、当第３四半期連結累計期間において、当社グループの研究開発活動の状況に重要な変更はありま

せん。

　
(4) 主要な設備

前連結会計年度末に計画中であった基幹システムについて、完了予定年月を平成23年８月から平成

24年５月へ変更いたしました。
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第３ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 44,000,000

計 44,000,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間末
現在発行数(株)
(平成23年12月31日)

提出日現在発行数(株)
(平成24年２月14日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 20,688,135 20,688,135
東京証券取引所
大阪証券取引所
各市場第一部

単元株式数
100株

計 20,688,135 20,688,135― ―

　

(2) 【新株予約権等の状況】

      該当事項はありません。

　

(3) 【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

      該当事項はありません。

　

(4) 【ライツプランの内容】

      該当事項はありません。

　

(5) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成23年12月31日 ─ 20,688,135 ─ 5,075,000 ─ 5,469,500

　

(6) 【大株主の状況】

当四半期会計期間は第３四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7) 【議決権の状況】

① 【発行済株式】

　 　 　 平成23年12月31日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 ― ― ―

議決権制限株式(自己株式等) ― ― ―

議決権制限株式(その他) ― ― ―

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)
普通株式 1,524,000

― ―

完全議決権株式(その他) 普通株式 19,032,000
　

190,320 ―

単元未満株式 普通株式 132,135
　

― ―

発行済株式総数 20,688,135 ― ―

総株主の議決権 ― 190,320 ―

(注)  「完全議決権株式(その他)」の欄には、証券保管振替機構名義の株式が1,500株含まれております。また、「議決

権の数」欄には、同機構名義の完全議決権株式に係る議決権の数15個が含まれております。

　

② 【自己株式等】

　 　 平成23年12月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
アズワン株式会社

大阪市西区江戸堀
二丁目１－27

1,524,000― 1,524,000 7.37

計 ― 1,524,000― 1,524,000 7.37

(注)  上記のほか株主名簿上は当社名義となっておりますが、実質的に所有していない株式が700株（議決権の数

７個）があります。なお、当該株式は、上記「発行済株式」の「完全議決権株式(その他)」の欄に含めて

おります。

　

２ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、当四半期累計期間における役員の異動はありません。
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第４ 【経理の状況】

１．四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号)に基づいて作成しております。

　

２．監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第３四半期連結会計期間(平成23年10月１日

から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12月31日まで)

に係る四半期連結財務諸表について、新日本有限責任監査法人により四半期レビューを受けております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 20,662,843 17,673,682

受取手形及び売掛金 ※
 17,398,796

※
 15,643,489

たな卸資産 4,264,111 4,642,496

繰延税金資産 431,715 248,695

その他 322,419 216,446

貸倒引当金 △21,631 △19,434

流動資産合計 43,058,256 38,405,375

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,446,771 2,346,075

土地 3,434,558 3,434,558

その他（純額） 701,382 533,614

有形固定資産合計 6,582,711 6,314,247

無形固定資産 1,896,362 1,926,245

投資その他の資産

投資有価証券 4,179,458 4,144,477

繰延税金資産 643,123 579,004

投資不動産（純額） 4,884,141 4,737,780

その他 523,889 1,007,937

貸倒引当金 △44,369 △47,037

投資その他の資産合計 10,186,243 10,422,161

固定資産合計 18,665,317 18,662,655

資産合計 61,723,573 57,068,030

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 ※
 9,804,467

※
 8,606,787

短期借入金 3,880,000 870,000

未払法人税等 1,144,223 541,458

賞与引当金 424,566 262,822

その他 1,323,028 902,967

流動負債合計 16,576,286 11,184,035

固定負債

長期借入金 9,275,000 8,825,000

退職給付引当金 225,658 154,157

役員退職慰労引当金 328,802 349,671

資産除去債務 400,523 406,081

その他 288,237 376,196

固定負債合計 10,518,221 10,111,106

負債合計 27,094,508 21,295,141
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 5,075,000 5,075,000

資本剰余金 5,469,500 5,469,500

利益剰余金 27,121,157 28,309,236

自己株式 △3,212,980 △3,213,116

株主資本合計 34,452,677 35,640,619

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 225,058 220,450

繰延ヘッジ損益 16,092 △14,881

為替換算調整勘定 △64,762 △73,299

その他の包括利益累計額合計 176,387 132,269

純資産合計 34,629,064 35,772,889

負債純資産合計 61,723,573 57,068,030

EDINET提出書類

アズワン株式会社(E02835)

四半期報告書

 9/17



(2)【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】
【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

売上高 32,219,239 33,587,354

売上原価 22,130,655 23,136,846

売上総利益 10,088,583 10,450,508

販売費及び一般管理費 6,842,673 6,416,624

営業利益 3,245,909 4,033,883

営業外収益

受取利息 57,931 129,169

受取配当金 3,873 6,119

為替差益 34,340 －

不動産賃貸料 40,994 112,424

その他 17,282 47,084

営業外収益合計 154,422 294,798

営業外費用

支払利息 56,782 123,006

為替差損 － 460,911

不動産賃貸原価 87,667 257,270

その他 13,117 9,245

営業外費用合計 157,568 850,433

経常利益 3,242,764 3,478,248

特別利益

投資有価証券売却益 74,906 －

特別利益合計 74,906 －

特別損失

投資有価証券評価損 14,247 2,405

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 264,139 －

特別損失合計 278,386 2,405

税金等調整前四半期純利益 3,039,284 3,475,843

法人税、住民税及び事業税 1,336,637 1,257,550

法人税等調整額 △77,285 301,975

法人税等合計 1,259,351 1,559,526

少数株主損益調整前四半期純利益 1,779,933 1,916,316

四半期純利益 1,779,933 1,916,316
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【四半期連結包括利益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

(単位：千円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
　至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
　至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益 1,779,933 1,916,316

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 △161,413 △4,607

繰延ヘッジ損益 △30,905 △30,973

為替換算調整勘定 △24,995 △8,536

その他の包括利益合計 △217,315 △44,117

四半期包括利益 1,562,617 1,872,198

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 1,562,617 1,872,198

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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【追加情報】

　
当第３四半期連結累計期間

(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

(会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用)

第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び

誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

 

(法人税率の変更等による影響)

「経済社会の構造の変化に対応した税制の構築を図るための所得税法等の一部を改正する法律」（平成23年法

律第114号）及び「東日本大震災からの復興のための施策を実施するために必要な財源の確保に関する特別措置

法」（平成23年法律第117号）が平成23年12月２日に公布され、平成24年４月１日以後に開始する連結会計年度か

ら法人税率の引下げ及び復興特別法人税の課税が行われることとなりました。これに伴い、繰延税金資産及び繰延

税金負債の計算に使用する法定実効税率は従来の41.00％から、平成24年４月１日に開始する連結会計年度から平

成26年４月１日に開始する連結会計年度に解消が見込まれる一時差異については38.00％に、平成27年４月１日に

開始する連結会計年度以降に解消が見込まれる一時差異については35.60％となります。この税率変更により、繰

延税金資産の金額（繰延税金負債の金額を控除した金額）は１億５百万円減少し、法人税等調整額は１億23百万

円増加しております。

 

　

【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

※　－ ※　四半期連結会計期間末日満期手形

　
　
　 　

　 　

　　

　当第３四半期連結会計期間の末日は銀行休業日で

ありますが、満期日に手形の決済が行なわれたもの

として処理しております。

これにより、四半期連結会計期間末残高から除か

れている四半期連結会計期間末日満期手形は次のと

おりであります。

受取手形 673,529千円

支払手形  99,585千円
 

　

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。な

お、第３四半期連結累計期間に係る減価償却費（無形固定資産に係る償却費を含む。）は、次のとおりで

あります。

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

減価償却費 631,620 千円 684,266 千円
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(株主資本等関係)

前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成22年６月29日
定時株主総会

普通株式 622,537 32平成22年３月31日 平成22年６月30日 利益剰余金

平成22年10月29日
取締役会

普通株式 408,534 21平成22年９月30日 平成22年12月２日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。

　

当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

１．配当金支払額

　

決議 株式の種類
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日 配当の原資

平成23年６月29日
定時株主総会

普通株式 344,955 18平成23年３月31日 平成23年６月30日 利益剰余金

平成23年10月31日
取締役会

普通株式 383,282 20平成23年９月30日 平成23年12月２日 利益剰余金

　

２．基準日が当第３四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第３四半期連結会計

期間の末日後となるもの

該当事項はありません。
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(セグメント情報等)

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日)

　

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      報告セグメントが一つのため、記載を省略しております。

 

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

  報告セグメントが一つのため、記載を省略しております。 

　

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日)

　

  １．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

      報告セグメントが一つのため、記載を省略しております。 

　

２．報告セグメントの利益又は損失の金額の合計額と四半期連結損益計算書計上額との差額及び当該差額

の主な内容(差異調整に関する事項)

  報告セグメントが一つのため、記載を省略しております。

　

(１株当たり情報)

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下のとおりであります。

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成22年４月１日
至  平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成23年４月１日
至  平成23年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 91円50銭 99円99銭

  (算定上の基礎) 　 　

四半期純利益(千円) 1,779,933 1,916,316

普通株式に係る四半期純利益金額(千円) 1,779,933 1,916,316

普通株式の期中平均株式数(株) 19,451,847 19,164,136

（注）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。
　

(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

第51期（平成23年４月１日から平成24年３月31日まで）中間配当については、平成23年10月31日開催

の取締役会において、平成23年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に対し、次のとおり中間配

当を行うことを決議いたしました。

(イ) 配当金の総額                                383,282,660円

(ロ) １株当たりの金額                            20円00銭

(ハ）支払請求権の効力発生日及び支払開始日        平成23年12月２日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　
平成24年２月８日

ア  ズ  ワ  ン  株  式  会  社

取  締  役  会    御  中

　

新日本有限責任監査法人

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    吉    田    敏    宏    印

　
指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    平    岡    義    則    印

　
当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているアズ
ワン株式会社の平成23年４月１日から平成24年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平
成23年10月１日から平成23年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成23年４月１日から平成23年12
月31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連
結包括利益計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期連結財務諸表に対する経営者の責任
経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して
四半期連結財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のな
い四半期連結財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用する
ことが含まれる。
　
監査人の責任
当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レ
ビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施
される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において
一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手
続である。
当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、アズワン株式会社及び連結子会社の平成23年
12月31日現在の財政状態及び同日をもって終了する第３四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示してい
ないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

以  上
　

 

(注) １．上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２．四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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